
徳島大学大学院 (2011)〉 先端技術科学教育部 〉 建設創造システム工学コース (博士後期) [⇒English]

汎用構造解析特論 2単位 (選択)

Advanced Structural Analysis 成行義文 ·教授 /知的力学システム工学専攻 建設創造システム工学コース 建設構造工学講座

【授業目的】骨組構造物の非線形挙動と終局耐荷力をシステマティクに算定する
ための汎用解析法を修得させる．

【授業概要】構造解析における変形 ·変位に起因した幾何学的非線形要因と材料
の構成則に起因した非線形要因，ならびに骨組構造物が地震などの過大荷重
を受けた場合の非線形挙動と終局耐荷力をシステマティクに算定するための
定式化と汎用解析法等について，ポートフォーリオ形式で授業を行う．

【授業形式】ポートフォーリオ
【キーワード】骨組構造解析，材料の非線形，幾何学的非線形，終局強度
【先行科目】『破壊 ·構造力学特論』(0.8)
【関連科目】『耐震設計特論』(0.5)
【履修要件】構造力学を履修していること．
【履修上の注意】授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時
間の復習をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位修得のために
必要である．またレポート提出を忘れないこと．

【到達目標】平面骨組構造物の複合非線形解析法の基礎を修得する．
【授業計画】

1.ガイダンス/骨組構造解析概説 1
2.骨組構造解析概説 2
3.幾何学的非線形性 1
4.幾何学的非線形性 2
5.幾何学的非線形性 3/レポート 1
6.材料の非線形性 1
7.材料の非線形性 2
8.材料の非線形性 3
9.材料の非線形性 4

10.材料の非線形性 5/レポート 2
11.複合非線形性 1
12.複合非線形性 2
13.複合非線形性 3
14.複合非線形性 4/レポート 3
15.提出レポートに基づくディスカッション

【成績評価基準】レポート 1∼ 3で評価する．
【教科書】授業中に紹介する．

【参考書】授業中に紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216819
【対象学生】開講コース学生のみ履修可能
【連絡先】
⇒成行 (A510, 088-656-7326, nariyuki@ce.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月曜日16:20∼ 17:50)
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